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表　紙

今月の

目次広報いいで
2009

8

さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は、
飯豊町ホームページ　www.town.iide.yamagata.jp
でも紹介しています。
知りたい情報は、「検索キーワード」を、ホームページ
の検索ボックスに打ち込んでください。当該ページへ
簡単に移動することができます。

左から成那くん、香織さん、
英人さん、鉄生くん

親子
五十嵐 英  人 さん（25歳）

ひ で  と

 香  織 さん（26歳）
か お り

 鉄  生 くん（5歳）
て っ  しょう

 成  那 くん（3歳）
せ な

小白川在住

　７月下旬、五十嵐家の畑
には、背丈以上もある大き
なひまわりが満開です。鉄
生くんと成那くんが、ばあ
ちゃんと一緒に、保育園か
らもらった種をまいて育て
たもの。英人さんと香織さ
んもまた、わが子がひまわ
りのように元気に育って欲
しいと、愛情という水を
たっぷり注いでいます。

こちらのボックスに
「検索キーワード」を
打ち込んでください。

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。



広報いいで 2009/08/123

洋上で楽しく夢を語り合う「いいで未来号」は、本町の“にぎわい再現”に向け
た事業の１つとして、７月18日から20日にかけて出航。目的は若者に飯豊町の夢
と将来をとことん語り合ってもらうこと。遠く町を離れ、町のことを考え直すと
いろんな良さや夢が見えてくる。そして、それが新しいまちづくりのエネルギー
になることを期待して。「いいで未来号」の３日間と語られた夢などを報告する。

い
い
で
未
来
号
出
航
。

洋
上
で
語
り
合
っ
た
町
の
夢
・
将
来
・
幸
せ



広報いいで 4

三
十
六
名
が
参
加

―
１
日
目

　

七
月
十
八
日
午
前
六
時
、
参

加
者
を
乗
せ
た
バ
ス
が
、
飯
豊

町
役
場
を
出
発
し
た
。
に
ぎ
わ

い
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ

で
あ
る
「
い
い
で
未
来
号
」
が

出
航
の
日
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

出
発
に
先
立
ち
後
藤
町
長
は

「
多
く
の
若
い
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
ど
ん
な

『
町
の
夢
』
が
語
ら
れ
る
か
今

か
ら
楽
し
み
で
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

一
般
の
応
募
者
二
十
七
名
、

に
ぎ
わ
い
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
六
名
、
そ
れ
に
町
長
と
事

務
局
の
合
計
三
十
六
名
が
参
加

し
た
。
一
般
参
加
者
の
平
均
年

齢
は
三
十
歳
。
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
人
た
ち
が
、

積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
頼
も
し
い
。

　

一
行
は
、
飯
豊
町
か
ら
新
潟

港
へ
到
着
。
天
気
は
あ
い
に
く

の
雨
模
様
だ
っ
た
。
し
か
し
波

は
比
較
的
穏
や
か
に
感
じ
ら
れ

た
。

　

午
前
十
時
半
、
北
海
道
小
樽

港
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
は
、
参
加

者
を
乗
せ
て
新
潟
港
を
出
航
し

た
。

　

出
航
か
ら
三
時
間
。
早
速
活

動
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
手
始

め
に
「
飯
豊
町
ク
イ
ズ
」
で
参

加
者
の
お
手
並
み
拝
見
。
町
名

の
由
来
や
人
口
、
歴
史
に
関
す

る
も
の
な
ど
町
に
関
す
る
幅
広

い
分
野
の
雑
学
が
出
題
さ
れ
た
。

回
答
と
解
説
を
聞
く
ご
と
に
参

加
者
か
ら
は
「
へ
～
」「
勉
強
に

な
っ
た
」
の
声
が
続
出
し
た
。

住
ん
で
い
て
も
意
外
と
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
こ
と
を
実
感
。

　

ク
イ
ズ
の
後
は
、
い
よ
い
よ

目
的
で
あ
る
「
町
の
夢
」
を
語
り

合
う
。
参
加
者
は
六
つ
の
班
に

分
か
れ
「
町
の
将
来
の
理
想
の

姿
」
や
「
今
町
に
必
要
な
も
の
」

「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た

い
」
な
ど
と
思
い
つ
く
ま
ま
に

話
し
合
っ
た
。
ど
ん
ど
ん
と
自

由
に
「
夢
」
を
出
し
合
い
、
そ

れ
を 
付  
箋 
に
書
き
留
め
て
、
似

ふ 

せ
ん

て
い
る
も
の
は
グ
ル
ー
プ
分
け

し
て
い
く
。
す
る
と
町
の
ど
ん

な
分
野
に
ど
ん
な
も
の
が
必
要

な
の
か
が
見
え
て
く
る
。
Ｋ
Ｊ

法
と
呼
ば
れ
る
議
論
の
方
法
だ
。

　

最
初
は
互
い
に
遠
慮
し
が
ち

だ
っ
た
が
、
次
第
に
ど
の
班
も

熱
気
を
帯
び
始
め
、
議
論
は
活

発
に
な
っ
て
い
っ
た
。
と
き
に

は
笑
い
声
に
も
包
ま
れ
、
初
日

の
フ
ェ
リ
ー
中
で
す
っ
か
り
参

加
者
同
士
は
打
ち
解
け
て
い
た
。

針
路
は「
町
の
夢
」へ

い
い
で
未
来
号
を
追
う
。

富良野のラベンダー園の人が教えてくれた

雨の日の方が香りが強くなると

町だってラベンダーのようにありたいと思った

厳しいときこそ、人を呼び込む魅力を発したいと 雨で香る富良野のラベンダー園

No_6 No_3 No_1

No_2No_4No_7

No_5

虚７月18日午前６時、役場庁舎前に集

合　許同日午前10時、新潟港で乗船を

待つ　距同日午後１時半、船内で「飯

豊クイズ」に挑戦　鋸19日午前８時半、

雨のためバスの中から美瑛町を視察。

写真は「赤麦を守る会」の松田将照会長

漁同日午後３時半、小樽市内を散策　

禦小樽市内で夕食中。まちづくり談議

は止まらない　魚20日午後３時、帰り

のフェリーで参加者同士が記念写真

photo



広報いいで 2009/08/125

ま
ち
づ
く
り
先
進
地
視
察

―
２
日
目

　

一
夜
を
フ
ェ
リ
ー
で
過
ご
し
、

翌
朝
、
午
前
四
時
半
に
小
樽
港

に
到
着
し
た
。
港
か
ら
バ
ス
で

向
か
っ
た
先
は
、
本
町
も
加
盟

す
る「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
発
祥
の
地
、 
美  
瑛 
町
。
広

び 

え
い

大
で
美
し
い
丘
の
景
観
が
有
名

で
、
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
寄
せ
る
。
残
念
な
が
ら

や
は
り
こ
こ
で
も
雨
に
見
舞
わ

れ
、「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の 
路 
」
を

み
ち

満
喫
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
バ
ス
の
中
や
施
設
内
で
地

元
組
織
「
赤
麦
を
守
る
会
」
の

松
田 
将  
照 
会
長
と
町
役
場
の
池

ま
さ 
あ
き

田 
由
行 
政
策
調
整
室
長
か
ら
、

よ
し
ゆ
き

景
観
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
本

町
に
と
っ
て
も
美
し
い
農
村
景

観
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
何

が
必
要
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
る
有
意
義
な
研
修
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
、
富
良

野
市
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
、
小
樽

市
内
を
見
学
。
ど
ち
ら
も
観
光

地
と
し
て
全
国
に
名
高
い
。
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
う
現
地
を
見
て
、

参
加
者
は
、
観
光
資
源
の
有
効

な
活
用
と
交
流
人
口
の
増
加
が
、

町
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
を
実
感
し
た
。

　

北
海
道
で
の
す
べ
て
の
行
程

を
終
了
し
、
午
後
七
時
半
に
小

樽
港
を
出
航
し
た
フ
ェ
リ
ー
は
、

参
加
者
を
乗
せ
て
帰
路
に
着
く
。

「
町
の
夢
」を
発
表
し
合
う

―
３
日
目

　

そ
の
夜
、
波
は
高
く
、
フ
ェ

リ
ー
は
大
揺
れ
で
、
船
酔
い
す

る
人
が
続
出
し
た
。
し
か
し
、

船
上
で
迎
え
た
三
日
目
の
朝
か

ら
も
参
加
者
は
気
力
を
奮
い
起

こ
し
、「
町
の
夢
」
と
ア
イ
デ
ィ

ア
を
班
ご
と
に
ま
と
め
る
作
業

に
集
中
し
た
。
一
枚
の
大
判
用

紙
に
ま
と
め
、
班
ご
と
に
発
表

し
た
。
力
強
く
自
分
た
ち
の
夢

を
語
っ
た
。
各
班
の
発
表
が
終

わ
る
と
互
い
に
称
え
あ
う
よ
う

に
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

　

午
後
三
時
、
新
潟
港
が
見
え

て
く
る
こ
ろ
に
は
、
す
っ
か
り

空
は
晴
れ
上
が
り
、
昨
日
ま
で

の
雨
と
波
が
う
そ
の
よ
う
に
、

海
も
空
も
真
っ
青
だ
っ
た
。
ま

る
で
町
の
未
来
を
切
り
開
く
若

者
に
語
り
か
け
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
荒
波
の
試
練
を
乗
り
越
え
た

と
き
、
き
っ
と
町
に
は
明
る
い

未
来
が
あ
る
は
ず
」
と
―
。

　

に
ぎ
わ
い
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
入
る
。

洋上で語り合った
町の夢・将来・幸せ
発表された多数の「町の夢」の
中から一部を紹介します。

いいで未来号

出 航出 航

テーマは「自然の息吹と共に生きる
～Community Supported For 
Satisfaction～」。コミュニティで
助け合いながら満足を勝ち取る。

自分たちで使うものは自分たちで
作り販売する社会に。内需を拡大
し、便利な町にして町内で循環。

気軽に若者が交流できる場を。婚
活の一環として、町内の飲食店を
会場に、月1回を合コンの日に！

米や特産品をブランド化しPR。
例えば小中高生から野菜を使った
特産品開発のアイディアを募集し
てみる。

ゆり園をもっと有効活用しよう。
四季折々に花が見れて、冬はス
ノーモービルや日本一のヤハハエ
ロなどの雪祭りを開催。

色とりどりの道路と歩道、子ども
たちの絵に溢れた独特の景観づく
り。

やっかいな雪を資源として活用す
る。雪室など天から降ってくるも
のが資源となる。

町民が集まる場所に町外の人も受
け入れよう。堅苦しくなく、お酒
を飲みながら飯豊ファンの仲間を
増やす。

駅の利用者を増やすために、駅前
のロケーションを整備して立ち止
まってみたい駅にしてはどうか。

第1次産業×第2次産業×第3次産
業＝第6次産業で活性化
農業を第6次産業に結びつける。



広報いいで 6

Interview いいで未来号に参加して

いいで未来号

出 航出 航

観光とは違う視点で参加

　自分と同世代の若者たちがそ
れぞれいろんな形で町のことを
考えていることに驚き、感心し
ました。今回の旅は、いつもの
観光とは違い、飯豊町に今後活
用できるところはないかという
視点で旅ができ、本当に有意義
でした。われわれ若者が町の未
来を担っていく上で大変勉強に
なりました。今回の旅を企画し
てくださった町長をはじめ担当
者の方々やにぎわい再現プロ
ジェクト委員の皆様に感謝しま
す。ありがとうございました。

ゆり園にも集客の方策を

　今回は、残念ながら行きのバ
スの移動から雨ということで、
なかなか天候に恵まれませんで
したが、一番関心したのは、富
良野市のラベンダー園です。雨
にもかかわらずお客さんが大勢
来ていたので驚きました。雨な
のであまり見学客がいないと
思っていましたが、観光地と言
うこともあり私たち以外のお客
さんもたくさんいました。町の
ゆり園ももっと勉強し、集客率
の良い方策を発想していかなけ
ればいけないと思いました。

活発な意見を出し合えた

　今回は、友人に誘われて参加
しましたが「もっと多くの人に
参加してもらえたら…」と思い
ました。一番印象に残っている
のは、グループ活動です。最初
は不安でしたが、町についてみ
んなで楽しく考えることができ
て良かったですし、予想以上に
活発に意見が出され、楽しい活
動ができました。日ごろは、自
分が住んでいるところや職場の
ことが中心ですが、子育てとか、
いろいろな意見が聞けて、大変
ためになりました。

「ほんきこ」で町を考える機会に

　洋上で夢を楽しく語り合う「いい
で未来号」は、無事に３日間の航海
を終了することができました。早速
船内では「己を知る」ための「飯豊
町クイズ」。難題・珍問に悪戦苦闘！
続いて「飯豊町の夢」について自由
に意見を出し合うグループ活動。「こ
んな町でありたい！」「こうすれば人
口が増える」など夢を語り、夢で終
わらせないためのアイデアを考えま
した。最終日の発表に至るまで、全
員が「ほんきこ」で町の未来を「何

とかしんなね」と思ったのではない
でしょうか！発表時に披露した各グ
ループの大判用紙は、まさしく私た
ちの「いいで未来設計図」になると
思います。あの船内で語り合った「わ
が町飯豊」への思いを忘れず、今後、
にぎわい再現プロジェクトにおいて
内容を精査・検証し、思いを「カタ
チ」に出来るように活動を進めてい
きます。まだ終わらない“いいで未
来号”の旅。今後とも皆さんのご協
力をお願いし、町内外から参加して
いただいた方に感謝申し上げます。

３日間の旅を通して、若者は
何を感じ、何を考えたのか。
航海後の心境を語る。

髙橋勝さん（添川）
TakahashiMasaru

にぎわい再現プロジェクト委員会委員長

遠藤かをりさん（高峰）
EndoKaori

安部良さん（椿）
AbeAkira

岩瀬也寸宏さん（添川）
IwaseYasuhiro



広報いいで 2009/08/127

音 楽 が 楽 し い の は

知 っ て い た …

で も こ ん な に

笑 え る な ん て ！

歌ってよし、聴いてよし、笑ってよし

町が全国に発信する音楽イベント

11-12.July.2009

日本を代表する音楽家を講師に招き、７月11日・12日の
２日間にかけて、めざみの里カンタートが町民総合セン
ター「あ～す」で開催された。「音楽からのまちづくり」を
進める本町にとって、象徴的なイベントの一つである。
今年も全国から合唱団体や愛好家がこの地に集まり、合
唱の技術を学び、交流を深めた。
実は、めざみの里カンタートは、音楽にかかわっていな
い人でも、気軽に楽しめるイベントなのである。
その魅力を紹介する―。



カメラが追った２日間

その名もずばり音楽語（おんラクゴ）。
「音楽とは何か」を笑いと体験談を
たっぷり交えて講義してくださった。

PM 4：30

池辺晋一郎先生の講座
合唱とアンサンブルのための発声方
法を伝授。姿勢や息の吐き方など、
参加者にはすぐに役立つものばかり。

PM 2：15

横尾佳子先生の講座
コンクールの課題曲「とーびんと」
の詩に込められた意味などを解説。
詩の力や言葉の大切さを学んだ。

PM 1：15

村田さち子先生の講座
後藤町長は「飯豊町で音楽と自然と
料理とたっぷり楽しんでいってくだ
さい」とお客様へ歓迎のあいさつ。

第1日目　PM 1：00

開講式

広報いいで 8

一
緒
に
音
楽
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～
す
」
多
目
的

ホ
ー
ル
に
入
る
と
、
ま
る
で
合
唱
と
笑
い
声

が
交
互
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

参
加
者
の
歌
声
が
聞
こ
え
、
そ
の
後
で
、
講

師
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
指
導
が
入
る
と
、

会
場
の
緊
張
が
緩
み
、
笑
い
声
が
起
き
る
。

　

七
月
十
一
日
、
十
二
日
の
二
日
間
、
県
内

外
の
合
唱
団
二
十
三
団
体
と
愛
好
家
な
ど
合

わ
せ
て
約
二
百
名
が
参
加
し
、
め
ざ
み
の
里

カ
ン
タ
ー
ト
は
行
わ
れ
た
。

Cantat

　
「
カ
ン
タ
ー
ト
（      
）」
と
は
、
一
定

の
期
間
に
集
中
し
て
、
合
唱
の
た
め
の
コ
ン

サ
ー
ト
、
講
習
会
、
講
演
会
な
ど
を
行
う
イ

ベ
ン
ト
の
こ
と
で
あ
る
。
め
ざ
み
の
里
カ
ン

タ
ー
ト
は
、
合
唱
を
す
る
人
も
し
な
い
人
も
、

一
緒
に
な
っ
て
音
楽
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を

目
指
し
て
い
る
。

　

本
町
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

平
成
十
八
年
か
ら
で
、
今
年
で
四
回
目
。
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は
ま
だ
若
く
、
そ
の
知
名
度

も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中

身
は
全
国
に
胸
を
張
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

類
を
見
な
い
ぜ
い
た
く
な
講
師
陣

　

音
楽
に
少
し
で
も
関
わ
っ
て
い
る
人
な
ら

ば
、
そ
の
講
師
陣
に
驚
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
作
曲
家
の
池
辺
晋
一
郎
先
生
。
日

本
を
代
表
す
る
作
曲
家
と
し
て
オ
ペ
ラ
、
舞

台
、
映
画
と
音
楽
活
動
の
幅
は
広
い
。
音
楽

業
界
だ
け
で
は
な
く
、
映
画
監
督
や
俳
優
か

ら
も
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
る
。

　

合
唱
指
揮
者
の
栗
山
文
昭
先
生
も
ま
た
日

本
を
代
表
す
る
音
楽
家
で
あ
る
。
活
躍
の
舞

台
は
世
界
で
、
そ
し
て
今
回
の
カ
ン
タ
ー
ト

で
は
、
皇
族
の
前
で
も
指
揮
を
振
ら
れ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
著
名
な
音
楽
家
を
講
師
と
し
て
本

町
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
、
町

の
芸
術
文
化
振
興
専
門
員
の
村
田
さ
ち
子
先

生
で
あ
る
。
全
国
で
歌
わ
れ
る
合
唱
曲
に
村

田
先
生
の
作
品
は
多
い
。
と
く
に
子
ど
も
た

ち
に
向
け
た
歌
や
絵
本
を
見
る
と
作
詩
家
・

翻
訳
家
と
し
て
そ
の
名
を
知
る
こ
と
が
で
き

作曲家 池辺晋一郎先生

IKEBESHINICHIRIKEBE SHINICHIROO

合唱指揮者 栗山文昭先生

KURIYAMAHUMIAKKURIYAMA HUMIAKII

めざみの里カンタート
だれでも楽しめるワケ

①講師は日本を代表する音楽家！

②音楽や話を聴くだけで楽しい！

③一流の合唱を生で楽しめる！

後藤町長も佐藤教育長も講師の話術に思わず
笑いが止まらない



池辺先生とピアニストの斎木ユリさ
んが即興でピアノを演奏。プロの巧
みに会場はしばしぼう然。

PM 6：30

講師と参加者の交流会
合唱表現法と指揮法を指導。日本を
代表する指揮者から直接学べるのは
めざみの里カンタートだからこそ。

第２日目　AM 10：00

栗山文昭先生の講座
課題曲は「飯豊山～わが心のアルカ
ディア～」。4団体が出場し、これま
での練習と受講の成果を披露した。

PM 1：00

合唱コンクール
プロの合唱と演奏の迫力を生で体感。
音楽の持つ力と感動を会場の全員の
胸に残し、カンタートは幕を閉じた。

PM 3：15

栗友会歌芝居「ごん座」

広報いいで 2009/08/129

る
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

横
尾
佳
子
先
生
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
斎
木
ユ
リ
さ

ん
を
迎
え
、
こ
の
上
な
い
ぜ
い
た
く
な
講
師

陣
で
カ
ン
タ
ー
ト
を
開
催
し
た
。
ま
さ
し
く

全
員
が
日
本
の
音
楽
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る

人
た
ち
な
の
で
あ
る
。

業
界
の
裏
話
ま
で
聞
け
る
充
実
さ

　

カ
ン
タ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
各
講
師

に
よ
る
講
習
・
講
演
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、

演
奏
会
、
そ
れ
に
講
師
と
参
加
者
の
交
流
会

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
受
講
料
は
必
要
だ
が
、

こ
れ
だ
け
一
流
の
音
楽
家
か
ら
直
接
指
導
を

受
け
ら
れ
る
カ
ン
タ
ー
ト
は
全
国
で
も
珍
し

い
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
カ
ン
タ
ー
ト

が
飯
豊
町
で
実
現
で
き
た
の
か
。
そ
れ
は
、

村
田
さ
ち
子
先
生
の
人
脈
と
、
町
民
主
体
で

築
い
て
き
た
本
町
の
「
音
楽
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
精
神
が
、
講
師
の
方
々
の
共
感
を

得
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
機
会
が
あ
れ
ば
聴
い
て
欲
し
い
。
日

本
を
代
表
す
る
音
楽
家
の
生
の
声
を
。
音
楽

に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
で
も
、
音
楽
と
言
葉

の
力
を
実
感
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
特
に
池

辺
先
生
の
講
義
は
、
業
界
の
裏
話
も
あ
っ
て

大
人
気
の
講
座
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
の
方
は
、
二
日
目
の
コ
ン
ク
ー
ル
と

演
奏
会
か
ら
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
年
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
四
団
体
が
出
場
し
、

そ
の
歌
声
を
競
っ
た
。
今
年
の
課
題
曲
は

「
飯
豊
山 
～
我
が
心
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
～
」

第
二
楽
章「
と
ー
び
ん
と
」。
同
じ
曲
を
歌
っ

て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
個
性
が
あ

る
こ
と
に
気
付
く
。
声
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
伸

び
、
張
り
、
そ
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち
の
目
指
す
合
唱
の
ス
タ

イ
ル
が
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
の

発
見
が
コ
ン
ク
ー
ル
を
聴
き
比
べ
る
楽
し
さ

で
も
あ
る
。　

さ
ら
に
こ
の
カ
ン
タ
ー
ト
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
審
査
員
を
務
め
る
池
辺

先
生
、
栗
山
先
生
の
講
評
が
ま
た
お
も
し
ろ

い
。
辛
口
で
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
コ
メ
ン
ト
が
、

会
場
の
笑
い
を
誘
う
の
で
あ
る
。「
皆
さ
ん

白
い
衣
装
で
統
一
さ
れ
、
最
初
は
ス
テ
ー
ジ

の
壁
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
歌
い
だ

す
と
、
と
て
も
明
る
く
伸
び
の
あ
る
歌
声
で

し
た
」（
栗
山
先
生
の
講
評
）。

一
流
の
合
唱
を
聴
き
、溢
れ
る
感
動

　

カ
ン
タ
ー
ト
を
締
め
く
く
っ
た
の
は
、
栗

友
会
歌
芝
居
「
ご
ん
座
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

演
奏
会
で
あ
っ
た
。
指
揮
は
、
栗
山
先
生
自

ら
振
る
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
日
本
の
代

表
的
な
唱
歌
が
、
混
声
合
唱
と
斎
木
先
生
の

ピ
ア
ノ
に
よ
っ
て
美
し
く
も
力
強
く
演
奏
さ

れ
た
。
栗
山
先
生
が「
飯
豊
町
に
捧
げ
ま
す
」

と
語
り
、『 
故
郷 
』
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
ま
る

ふ
る
さ
と

で
日
本
に
生
ま
れ
た
こ
と
の
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
郷
愁
の
雰
囲
気
に

会
場
は
包
ま
れ
た
。
さ
ら
に
畳
み
掛
け
る
よ

う
に
し
て
、
町
の
合
唱
組
曲
「
飯
豊
山
～
我

が
心
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
～
」
全
楽
章
を
披
露
。

あ
ら
た
め
て
こ
の
曲
の
雄
大
さ
と
魅
力
を
知

る
こ
と
と
な
る
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
、
同
じ
音
楽

を
聴
き
、
同
じ
感
動
を
共
有
し
た
ま
ま
に
し

て
、
め
ざ
み
の
里
カ
ン
タ
ー
ト
は
幕
を
閉
じ

た
。「
来
年
も
ま
た
来
た
い
」。
参
加
者
の
一

人
か
ら
聞
か
れ
た
こ
の
言
葉
に
、
す
べ
て
が

集
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

イベントが「育っている」ことを実感

 長  田  瑞  昭 さん（広島県
なが た ずい しょう

 三  次 市・公務員）
み よし

　前回参加した合唱仲間から誘われて、初め
て参加しました。とても充実しているカン
タートだと思いました。音楽のイベントを盛
り上げるのは難しいことが多いのですが、め
ざみの里カンタートはスタッフの情熱が伝
わってきます。飯豊町に芽吹いて、今まさに、
成長過程にあるイベントだと思います。素晴
らしい講師陣に恵まれているわけですから、
ずっと続いていって欲しいと思います。

Interview／参加者の声

作詩家 村田さち子先生

MURATASACHIKMURATA SACHIKOO



広報いいで 10

音
楽
と
ま
ち
づ
く
り

合
唱
組
曲
「
飯
豊
山
～
我
が
心
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
～
」

作
詩
・
作
曲
さ
れ
た
お
二
人
に
聞
く

 
 
お
二
人
に
と
っ
て
音
楽
の
魅

力
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

池
辺　

絵
画
や
文
学
と
違
う
点
は

何
か
と
考
え
た
と
き
、
音
楽
は
、

多
数
の
人
が
同
じ
会
場
で
同
じ
感

動
を
一
緒
に
体
感
で
き
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
文
字
が
読
め

な
く
て
も
、
言
葉
が
通
じ
合
わ
な

く
て
も
同
じ
く
感
動
し
合
え
る
と

い
う
の
は
、
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
音
楽

を 
生  
業 
と
し
て
い
ま
す
が
、
人
類

な
り 
わ
い

に
対
す
る
使
命
感
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

村
田　

私
の
音
楽
の
原
点
は
、
子

守
唄
で
す
。
恥
ず
か
し
が
り
や
で
、

人
と
目
を
合
わ
せ
る
こ
と
す
ら
で

き
な
か
っ
た
幼
少
の
私
を
困
っ
た

両
親
が
勇
気
を
持
た
せ
よ
う
と
英

語
を
学
ば
せ
ま
し
た
。
そ
こ
で
私

は
外
国
の
童
謡
に
出
会
い
、
リ
ズ

ム
を
覚
え
、
一
緒
に
歌
う
友
達
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
音

楽
の
力
は
、
幼
い
な
が
ら
も
心
に

自
信
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 
 
本
町
の
「
音
楽
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
お
考
え
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

池
辺　

飯
豊
町
に
は
、
村
田
先
生

に
引
き
込
ま
れ
る
形
で
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
ほ
か

に
も
山
梨
県
北
杜
市
や
兵
庫
県
姫

路
市
の
音
楽
祭
な
ど
も
お
手
伝
い

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
飯
豊

町
の
良
さ
は
、
町
長
・
行
政
・
教

育
関
係
者
の
一
生
懸
命
さ
で
す
。

町
が
一
つ
に
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
情
熱
が
十

分
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

村
田　

同
感
で
す
。
私
は
飯
豊
を

自
分
の
町
、
ふ
る
さ
と
の
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
町
制
五

十
周
年
記
念
と
し
て
飯
豊
中
の
皆

さ
ん
が
合
唱
組
曲
を
精
一
杯
歌
う

姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
が
一
つ
に
な
っ
て
同

じ
方
向
を
向
い
て
い
る
の
は
、
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

 
 
も
っ
と
多
く
の
方
に
合
唱
を

は
じ
め
と
し
た
音
楽
活
動
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
何
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
か
？

池
辺　

ま
ず
は
聴
き
に
来
て
く
れ

る
環
境
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
気
軽
に
聴
け
る
機
会
を

た
く
さ
ん
与
え
て
あ
げ
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
ま
た
、
聴
く
だ
け
で

な
く
参
加
し
た
い
と
い
う
場
合
は
、

せ
っ
か
く
町
の
合
唱
組
曲
が
あ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
毎
年
年
末
に

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
を
歌
う
よ

う
に
、
年
に
一
回
で
い
い
か
ら
町

民
が
集
ま
っ
て
歌
う
機
会
が
あ
っ

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

村
田　

私
は
、
飯
豊
町
と
は
十
六

年
の
お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
が
、

初
め
て
来
た
と
き
の
音
楽
会
は
運

動
会
の
よ
う
で
し
た（
笑
）。
子
ど

も
た
ち
は
会
場
を
走
り
、
お
母
さ

ん
た
ち
は
お
し
ゃ
べ
り
に
夢
中
。

で
も
今
は
、
音
楽
を
聴
く
姿
勢
が

し
っ
か
り
と
で
き
て
い
て
感
動
し

ま
し
た
。
や
は
り
私
も
、
音
楽
と

向
き
合
う
に
は
、
生
の
音
楽
を
た

く
さ
ん
聴
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 
 
最
後
に
音
楽
を
が
ん
ば
り
た

い
と
願
う
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

池
辺　

運
動
も
音
楽
も
、
好
き
に

な
る
こ
と
が
一
番
の
出
発
点
。
日

常
の
楽
し
み
か
ら
楽
器
に
触
れ
、

歌
を
歌
い
、
聴
く
楽
し
み
を
知
り

ま
す
。
音
楽
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

自
分
の
目
標
を
ど
ん
ど
ん
と
高
め

て
い
き
、
仲
間
と
の
協
調
性
を
育

み
ま
す
。
ど
う
ぞ
楽
し
み
な
が
ら

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

村
田　

私
は
、
中
学
生
の
と
き
黒

人
オ
ペ
ラ
歌
手
マ
リ
ア
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
の
歌
声
を
授
業
で
聴
き
、

そ
の
美
し
さ
に
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
強
烈

に
し
び
れ
、
歌
を
や
り
た
い
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
ど
ん
な
分
野
で

も
、
自
分
の
感
受
性
に
強
く
響
く

も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
大
切
に

し
て
、
伸
ば
し
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

池辺晋一郎さん
●作曲家

村田さち子さん
●作詩家・翻訳家

●いけべ・しんいちろう／1966年日本音楽コンクール
第１位。以後、ザルツブルクTVオペラ祭優秀賞、イタ
リア放送協会賞３度、国際エミー賞、日本アカデミー
賞優秀音楽賞８度など。オペラ「死神」、映画「影武者」
「うなぎ」の音楽他。東京音楽大学教授。東京オペラ
シティ、石川県立音楽堂他の監督、委員を務めている。
●むらた・さちこ／主な作品として、NHK音楽コン
クール中学校課題曲「ミスター・モーニング」ほか
小・中・高課題曲。広島国民文化祭テーマ合唱曲、
NHK日本賞テーマ曲など。ディック・ブルーナー
「ミッフィー」、ディズニーの絵本など翻訳・執筆多数。

p r o f i l e
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競
争
を
勝
ち
抜
い
て
全
国
大
会
へ

　

二
十
三
人
の
心
が
一
つ
と
な
り
、
合
唱
組

曲
「
飯
豊
山
」
を
歌
い
上
げ
た
と
き
、
会
場

か
ら
は
万
雷
の
拍
手
が
鳴
り
響
い
た
。

　

天
童
市
で
六
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第

三
十
二
回
全
日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
東

北
支
部
大
会
に
出
場
し
た
本
町
の
女
声
合
唱

団
コ
ラ
ー
ル
・
ド
・
め
ざ
み（
島
貫
庸
子
代
表
・

黒
沢
）
は
、
念
願
の
全
国
大
会
へ
の
出
場
推

薦
を
獲
得
し
た
。

　

東
北
六
県
か
ら
五
十
団
体
が
出
場
。
そ
の

う
ち
全
国
大
会
へ
の
推
薦
状
を
射
止
め
た
の

は
、
コ
ラ
ー
ル
・
ド
・
め
ざ
み
を
含
め
五
団

体
だ
け
と
い
う
難
関
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で

あ
っ
た
。

　

大
会
で
コ
ラ
ー
ル
・
ド
・
め
ざ
み
は
、
町

の
合
唱
組
曲
「
飯
豊
山
～
我
が
心
の
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
～
」
か
ら
第
二
楽
章
「
と
ー
び
ん
と
」

と
第
五
楽
章
「
飯
豊
山
」
を
熱
唱
。
合
唱
の

出
来
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
曲
に
出
て
く
る

方
言
の
詩
へ
の
振
り
付
け
な
ど
、
団
員
全
員

で
歌
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
勢
が
、
審
査
員
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。

集
中
力
で
実
力
を
発
揮

　
「
す
ご
い
集
中
力
で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
安
心
し
て
メ
ン
バ
ー
の
前
に
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
練
習
や
リ
ハ
ー
サ
ル
よ
り
も

気
持
ち
が
入
っ
て
い
て
、
伸
び
伸
び
と
し
た

合
唱
に
な
り
ま
し
た
」

　

指
揮
者
の
小
松
伸
子
さ
ん
（
長
井
市
）
は
、

大
会
を
振
り
返
っ
て
語
る
。
小
松
さ
ん
は
声

楽
家
と
し
て
活
躍
す
る 
傍 
ら
、
平
成
六
年
の

か
た
わ

結
成
か
ら
こ
こ
ま
で
ず
っ
と
コ
ラ
ー
ル
・
ド
・

め
ざ
み
を
育
て
、
ま
と
め
上
げ
て
き
た
存
在

で
あ
る
。
さ
ら
に
「
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、

村
田
さ
ち
子
先
生
や
池
辺
晋
一
郎
先
生
、
栗

山
文
昭
先
生
な
ど
多
く
の
講
師
の
方
々
の
お

か
げ
で
す
」
と
め
ざ
み
の
里
カ
ン
タ
ー
ト
に

対
し
て
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。
学

ん
だ
こ
と
を
無
駄
に
し
な
い
と
い
う
意
欲
の

表
れ
で
も
あ
る
。

　

コ
ラ
ー
ル
・
ド
・
め
ざ
み
の
強
み

の
一
つ
と
し
て
、
団
員
一
人
ひ
と
り

が
、
合
唱
組
曲
「
飯
豊
山
」
に
誇
り

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
自
分

た
ち
の
町
の
歌
を
全
国
に
発
信
し
た

い
と
い
う
情
熱
で
一
致
し
て
い
る
か

ら
だ
。

「
飯
豊
の
歌
を
全
国
の
人
に
聴
い
て

も
ら
い
た
い
の
で
、
お
も
い
っ
き

り
歌
っ
て
き
ま
す
」

（
石
山
米
子
さ
ん
・
萩
生
）

「
こ
の
町
で
生
ま
れ
た
合
唱
曲
を
全

国
に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
き
ま
す
」

（
中
村
文
子
さ
ん
・
添
川
）

「
聴
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
に
感

動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
精
一
杯
が

ん
ば
り
ま
す
」

（
手
塚
廣
子
さ
ん
・
黒
沢
）

基
本
を
忘
れ
ず
に
臨
み
た
い

　

そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
持
ち
、
家
庭

が
あ
る
中
で
、
団
員
は
全
国
大
会
に

向
け
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　
「
今
の
調
子
を
崩
さ
な
い
こ
と
。
本
番
で

は
さ
ら
に
良
い
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
基
本

か
ら
練
習
し
て
い
ま
す
」
と
小
松
さ
ん
は
気

を
引
き
締
め
る
。

　

全
国
大
会
は
八
月
二
十
二
日
と
二
十
三
日

の
二
日
間
、
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催
さ
れ
る
。

本
町
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
を
詩
と
曲
の
中

に
ふ
ん
だ
ん
に
織
り
込
ま
れ
た
合
唱
組
曲
が
、

い
よ
い
よ
全
国
の
舞
台
で
飯
豊
町
の
女
性
た

ち
に
よ
っ
て
発
信
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

エ
ー
ル
を
送
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

コ
ラ
ー
ル
・
ド
・
め
ざ
み
の
飛
躍

カ
ン
タ
ー
ト
で
磨
か
れ
た
合
唱

見事全国大会の切符を手にして喜ぶコラール・ド・めざみのメンバー

全日本おかあさんコーラス

合唱組曲「飯豊山」を熱唱し

全国大会の出場権を獲得鎧

コラール・ド・めざみには、「飯豊山～心のア
ルカディア～」が自分たちの歌だという自負
がある。力強く自信に溢れた合唱が持ち味



　

七
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
の

二
日
間
、
白
川
ダ
ム
湖
岸
公
園
で

第
十
九
回
白
川
ダ
ム
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ

え
っ
ぐ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の

お
客
様
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

中
津
川
地
区
内
の
雪
室
貯
蔵
施

設
で
保
存
さ
れ
て
い
た
十
亅
ト

ラ
ッ
ク
約
八
十
台
分
の
雪
を
会
場

に
準
備
。
た
っ
ぷ
り
雪
を
敷
き
詰

め
た
競
技
場
が
作
ら
れ
、
雪
上
で

滑
っ
た
距
離
を
競
う
「
雪
上
カ
ー

リ
ン
グ
」
や
雪
玉
を
投
げ
て
命
中

を
競
う
「
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ク
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シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
雪
上
ス
イ
カ
割
り
に

は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の

人
が
列
を
作
っ
て
参
加
。
周
り
か

ら「
左
！
」「
右
！
」「
ま
っ
す
ぐ
！
」

な
ど
の
掛
け
声
を
受
け
な
が
ら
懸

命
に
ス
イ
カ
ま
で
接
近
す
る
も
、

大
き
く
空
振
り
す
る
と
、
会
場
は

笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
人
気
を
集
め
た
の
は
、

雪
上
宝
探
し
。
湯
の
華
（
広
河
原

間
欠
泉
）
の
宿
泊
券
や
ホ
テ
ル

フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で
の
食
事
券
な

ど
豪
華
商
品
が
埋
め
ら
れ
て
い
る

と
あ
っ
て
、
お
客
様
は
大
興
奮
。

冷
た
さ
を
忘
れ
て
夢
中
で
雪
を

掘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
途
中
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
も
の
の
、

花
火
大
会
直
前
の
夜
八
時
に
は
ぴ

た
り
と
雨
が
止
み
、
夜
空
に
大
き

く
鮮
や
か
な
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
雨
で
順
延
と
な
っ

た
中
津
川
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
が
披
露
さ
れ
、

力
強
い
迫
力
あ
る
踊
り
に
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
れ
ら
て
い
ま

し
た
。

広報いいで 12

雪の遊び盛りだくさん
お客様大満足の２日間

雪上のスイカ割り。割れればひんやりおいしいスイカにありつけそう

SNOW EGG FESTIVAL 2009
in Nakatsugawa

白川ダムＳＮＯＷえっぐフェスティバル

真夏に雪と夢を
子どもたちへ

中津川地区のみんなでプロデュース
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　７月24日から27日までの４日間、中津川地区では都会
の子どもたちを受け入れる夏休みふるさと山村留学が行
われました。都会っ子に山村生活の素晴らしさを知って
もらおうと、中津川小中の保護者などが主催し毎年開催。
今年は、埼玉県川口市の小学生18人が参加。子どもたち
は、ＳＮＯＷえっぐフェスティバルの参加や農家への民
泊、キャンプ、川遊びなどを通して、地元の人たちと交
流し山村生活を楽しみました。参加した子どもたちから
は「クワガタムシとカブトムシを捕まえることができた
のでとってもうれしい」などの声が聞かれました。

都会っ子、中津川の自然を大満喫！

自分で捕まえたクワガタムシを見せ合う子どもたち

夏休みふるさと山村留学

　７月26日、白川ダムで「ダムとのふれあいの日」のイ
ベントが開かれました。これは、白川ダムの目的や役割
などについて知ってもらおうと、ＳＮＯＷえっぐフェス
ティバルに合わせて毎年開催されているものです。ダム
内の監査廊見学やボートに乗っての貯水池巡視体験など、
普段はなかなかできない体験ができるとあって、町内外
から家族連れなど多くのお客様が訪れました。さらにイ
ベント会場内には、流しそうめんの振る舞いが準備され、
お客様は、つぎつぎと流れてくるそうめんを懸命にはし
ですくいながら、おいしそうにほお張っていました。

白川ダムを身近に感じて

貯水池巡視体験を楽しむ親子。より一層ダムの大きさが実感できる

ダムとのふれあいの日

許

距

虚前夜の雨で翌日に繰り越された中津川中によるよさこいソーラ
ン。力強さと一糸乱れない踊りがお客様を魅了　許地元宿泊施設
の宿泊券や食事券など豪華商品が埋められた雪中宝探し。多くの
お客様でにぎわった　距雨上がりの夜空に大輪を咲かせた大花火
大会。１発打ち上げられるごとに大きな拍手が送られていた

煙煙 photo 煙煙煙煙

虚
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飯
豊
町
の
生
活
で
最
も
思
い
出
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

子
ど
も
た
ち
、
町
民
の
皆
さ
ん
、
田
畑
、

山
々
、
笑
顔
…
全
部
で
す
。
あ
え
て
最
も
印

象
的
だ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
れ
ば
、
め
ざ
み
の

里
ま
つ
り
で
す
。
初
め
て
の
年
は
、
ゆ
か
た

を
着
て
踊
り
ま
し
た
。
二
年
目
は
、
や
ぐ
ら

の
上
で
太
鼓
を
叩
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
の
方
が
こ
の
お
祭
り
に
参
加
し

て
い
て
、
に
ぎ
わ
い
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。
私
に
と
っ
て
飯
豊
町
に
溶
け
込
ん
だ

こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
た
経
験
で
し
た
。

 
 
本
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
し
た

か
？

　

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
環
境
で
す
。

き
れ
い
で
愛
ら
し
い
平
和
な
町
。
大
き
な
建

物
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の

山
と
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
風

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

と
っ
て
も
新
鮮
な
経
験
で
も
あ
り
ま
し
た
。

最
初
の
冬
を
迎
え
た
と
き
は
、
と
て
も
寒
く

て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
風
邪
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
飯
豊
町
の
冬
か
ら
は
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
灯
油
、
ヒ
ー
タ
ー
、
こ
た

つ
、
雪
か
き
、
長
靴
、
雪
道
運
転
（
ポ
ン
ピ

ン
グ
・
ブ
レ
ー
キ
）、
カ
イ
ロ
、
吹
雪
な
ど
で

す
。
吹
雪
は
本
当
に
怖
く
て
、
驚
き
ま
し
た
。

確
か
に
厄
介
な
季
節
で
し
た
が
、
雪
自
体
は

と
て
も
美
し
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
れ
と
カ
エ
ル
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

飯
豊
町
の
ど
こ
に
で
も
カ
エ
ル
は
い
る
ん
で

す
ね
！　

不
運
に
も
、
私
は
カ
エ
ル
が
と
て

も
苦
手
な
ん
で
す
。
お
か
げ
で
こ
の
町
で
カ

エ
ル
に
ま
つ
わ
る
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま

し
た
。
冬
は
と
て
も
寒
い
で
す
が
、
雪
が
降

る
と
カ
エ
ル
が
い
な
く
な
る
の
で
、
私
に

景
は
、
自
動
車
な
ど
で
混
雑
し
た
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
都
市
出
身
の
私
に
と
っ
て
、
本
当

に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
ら
い
ら
し
た
と
き
、
町
の
風
景
を

見
渡
す
と
す
ぐ
に
気
持
ち
が
す
っ
と
し
て
、

幸
せ
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
私
は

こ
れ
ま
で
こ
ん
な
に
親
切
で
献
身
的
な
人
た

ち
に
お
会
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
飯
豊
町
に
住
ん
で
い
る
間
、
不
安
や

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
を
感
じ
た
こ
と
は
ま
っ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
ら
な
子
ど
も
た

ち
を
含
め
、
多
く
の
人
た
ち
の
驚
く
べ
き
優

し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

 
 
逆
に
本
町
の
生
活
で
困
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　

や
っ
ぱ
り
冬
の
雪
に
は
最
も
手
こ
ず
り
ま

し
た
。
私
は
今
ま
で
雪
の
降
る
と
こ
ろ
に
住

　2007年７月から本町の外国語指導助手と
して活躍されたパティオ・クリサンタ（愛称
クリスィー）さんが、７月29日をもってそ
の任期を終え、アメリカへ帰国されました。
　言葉の壁を越え、初めて体験する雪国の
生活にとまどいながらも、とても楽しく２
年間飯豊町で過ごせたと言います。子ども
たちとの思い出などについてインタビュー
しました。

Heroine Interview

帰国前の緊急インタビュー

パティオ・
クリサンタさん

外国語指導助手

Patio Crysanta（パティオ・クリサンタ）●1985年４月生まれ。米国カリフォ
ルニア州アーバイン市出身。2007年６月までカリフォルニア大学アーバイ
ン校で生物医学系工学を専攻。2007年７月、外国語指導助手（ALT）として
来日し飯豊町に着任。米空軍に勤める父の関係から、93年から８年間、沖縄
県に住んだ経験を持つ。現在は学生生活に戻り、医師助手を目指し勉強中

煙煙煙 p r o f i l e 煙煙煙
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私
の
愛
し
た
飯
豊
町
と
子
ど
も
た
ち

ク
リ
ス
ィ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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と
っ
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
魅
力
的
で
も
あ
り
ま
し

た
。

 
 
本
町
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
印
象
を
持
た
れ
ま
し
た
か
？

　

み
ん
な
本
当
に
キ
ュ
ー
ト
で
す
。
私
と
初

め
て
会
っ
た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
は
、
少
し

不
安
げ
に
そ
し
て
興
味
深
そ
う
で
し
た
。
し

か
し
彼
ら
は
と
て
も
元
気
で
、
温
か
く
、
積

極
的
に
一
生
懸
命
授
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。
飯
豊
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く

は
、
英
語
が
分
か
ら
な
く
て
も
懸
命
に
私
と

話
を
し
よ
う
と
が
ん
ば
り
ま
す
。
ま
た
、
私

も
子
ど
も
た
ち
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
例
え
ば
、
日
本
語
の
会
話
、
鬼
ご
っ

こ
で
の
バ
リ
ア
の
仕
方
と
か
…
。
子
ど
も
た

ち
の
元
気
と
情
熱
が
、
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
ま
し
た
。　　

 
 
本
町
で
過
ご
し
た
経
験
を
今
後
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
か
れ
ま
す
か
？

　

飯
豊
町
で
の
経
験
は
、
本
当
の
地
域
社
会

と
い
う
も
の
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
生
活
の
手
助
け
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私

も
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
た
ち
を
助
け
よ
う
、

そ
し
て
ほ
か
の
地
域
に
も
そ
の
精
神
を
伝
え

よ
う
と
い
う
、
動
機
づ
け
と
な
り
自
分
を
鼓

舞
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
囲
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
、
楽
し
む
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
自
然
の
美
し
さ
や
資
源
循
環
に

よ
る
環
境
保
護
に
つ
い
て
も
深
く
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
 
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

母
校
で
医
学
の
分
野
の
勉
強
を
続
け
る
つ

も
り
で
す
。
皮
膚
病
学
の
医
師
助
手
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 
最
後
に
町
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
前
来
日
し
た
と
き
は
、
山
形
県
、
と
く

に
飯
豊
町
の
こ
と
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
か
ら
少
し
不
安
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
、
私
に
と
っ
て
二
年
間
飯

豊
町
に
住
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
と
て
も
幸

せ
な
こ
と
で
し
た
。
も
し
、
町
や
県
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
私
は
変
わ
ら

ず
に
住
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
町
の
こ
と

や
皆
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
と
共
に
旅
立
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

私
が
、
皆
さ
ん
に
、
特
に
子
ど
も
た
ち
に

願
う
こ
と
は
、
英
語
を
楽
し
く
学
び
続
け
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
は
次

の
新
し
い
時
代
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
世
界
を
旅
し
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　クリスィー先生による最後の授業の日、各小中学校で
は、それぞれにお別れの会が開かれました。そのうちの
一つ添川小では、お昼休み時間、全児童がホールに集ま
りクリスィー先生との別れを惜しみました。
　児童たちからクリスィー先生へ感謝の気持ちを書いた
寄せ書きと歌をプレゼント。涙で潤む目でクリスィー先
生は、何度も「ありがとう」と感謝の言葉を繰り返して
いました。クリスィー先生は、子どもたちへ「失敗を恐
れずに、どんどん英語にチャレンジしてください」とお
別れの言葉を送りました。

クリスィー先生とのお別れの日

クリスィー先生へ今までの気持ちを込めて大きな声で歌の
プレゼントを贈る添川小の子どもたち

本当に飯豊町の子どもたちを愛して
くれたクリスィー先生。言葉の壁を
越え、２年間で深い絆が築かれていた

バイタリティーに富んだクリスィー
先生は、出羽之国飯豊山白流太鼓保
存会のメンバーとしても活躍
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News町の話題

表彰状を手にする鈴木栄吉さん

　６月30日、宮城県仙台市で行われた東北索道協会定時会員総会
において、鈴木栄吉さんが東北索道協会長より優良従業員表彰を
受賞しました。
　鈴木さんは、平成４年から手ノ子スキー場に勤務され、長年に
わたり安全なスキー場運営に貢献されました。特に索道技術管理
者としてリフトの適切な維持管理と安全運転を重視し、子どもか
ら大人まで楽しくスキーができる環境づくりに努められました。
鈴木さんは「このたびの受賞は、スキー場のスタッフの皆さんの
協力があったからこそです。より一層、安全で楽しいスキー場に
していきたいです」と今後の抱負を語ってくださいました。

帽子を脱いでしっかりお辞儀する第一小の児童たち

　６月16日、第一小（大道寺髙明校長）が「小さな親切」運動実
行章を受賞しました。
　受賞の対象となったのは、登校中の子どもたちの丁寧な対応で
した。子どもたちは、横断歩道を渡るために止まってくれたドラ
イバーに対して頭を下げて元気よく「ありがとうございました」
とお礼の気持ちを伝えています。このことでドライバーがさわや
かな気持ちになり、安全運転の意識高揚にも寄与すると評価され
ました。大道寺校長は「子どもたちの自主的な対応が評価されて
うれしく思います。運動は全校的に広がっており、第一小の良き
慣習になると思います」と受賞の感想を語ってくださいました。

 鈴  木  栄  吉 さん（高峰）
すず き えい きち

東北索道協会長表彰

第一小学校 「小さな親切」実行章受賞

表彰状を手にする伊藤靖さん

　７月４日、尾花沢市で行われた山形県体育指導委員研究大会で、
伊藤靖さんが山形県体育指導員協議会表彰を受賞しました。
　伊藤さんは、平成10年から町の体育指導員を務め、長年にわた
り地域のスポーツ振興に貢献されました。さらに、白椿バレー
ボールスポーツ少年団の指導に20年以上携わり、バレーボール
を通して子どもたちへスポーツの楽しさを教えてきました。伊藤
さんは「社会体育に関わる多くの皆さんのご協力のおかげです。
この受賞を機に、いいで総合型地域スポーツクラブ設立の準備な
どより一層、町のスポーツの振興と発展のためにがんばります」
と受賞の感想を語ってくださいました。

 伊  藤  靖 さん（椿）
い とう やすし

山形県体育指導委員協議会表彰

表彰状を手にする横澤典子さん

　７月10日、青森県八戸市で行われた東北地区体育指導委員研修
会において、横澤典子さんが東北地区体育指導委員功労者表彰を
受賞しました。
　横澤さんは、平成２年から町の体育指導員を務め、長年にわた
り地域のスポーツ振興に貢献されました。さらに長井地区家庭婦
人バレーボール連盟理事長を歴任するなど、バレーボールを通し
て、女性の積極的なスポーツ参加への環境づくりに力を尽くされ
ました。横澤さんは「体育指導員の仲間や家族の支援のおかげだ
と感謝しています。これからも女性がスポーツを楽しめる環境づ
くりに努めたいです」と受賞の感想を語ってくださいました。

 横  澤  典  子 さん（黒沢）
よこ さわ のり こ

東北地区体育指導委員功労者表彰
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煙材質は、ＰＰ（ポリプロピレン）のものです。
大きさは問いません

煙汚れや液体を洗い落とし、乾かしたものを持
ち込んでください

煙シール類は、はがしてください
煙カラースプレーなどを使って自ら塗装したも
のは回収できません

煙金属類のふたは混ぜないでください
煙学校にお持ち込みの際は、事前にご連絡をい
ただくか、職員に一声おかけください

（飯豊中学校志72―2129）

回収の実績と回収箱を示す生徒会執
行部員。正面玄関を入って真ん前の
場所に設置されている

エコキャップ持ち込みの注意点

News 町の話題

◆西置賜地区中学校陸上競技大会
鴨低学年400ｍリレー第３位／飯
豊中（伊藤理沙、川村真美、松
村知実、木村由夏）
◆吹奏楽コンクール置賜地区予選
鴨優秀賞／飯豊中（県大会出場）
◆ゆり祭り将棋大会
鴨Ｂクラス第３位／橋本清
◆ゆり写生大会
鴨ゆり大賞／寒河江亮太（手ノ子
小）、髙橋空（手ノ子小）、大城
爽代香（手ノ子幼稚園）
鴨特別賞／舟山陽菜（つばき保育
園）、舟山晴斗（添川小）、嶋貫
舞（手ノ子小）、齋藤朱莉（手ノ
子小）、伊藤恵理香（中津川中）、
米野千春（一般・添川）
鴨園児の部／【特選】梅津愛（手
ノ子幼稚園）【入選】遠藤悠夏
（添川児童センター）【佳作】根
岸志帆（いいで中部幼稚園）
鴨小学校低学年の部／【特選】寒
河江俊介（手ノ子小）【入選】山
口和也（第二小）、横山佑真（手
ノ子小）【佳作】舟山湧斗（添川
小）、長沼有紀（第二小）

鴨小学校中学年の部／【特選】梅
津優香（手ノ子小）【入選】多田
野怜良（第一小）、志田千紘（第
二小）、【佳作】渡部あや乃（第
一小）、寒河江恭平（手ノ子小）
鴨小学校高学年の部／【特選】嶋
貫佑平（手ノ子小）【入選】小浦
未来（第一小）、寒河江綾根（手
ノ子小）【佳作】佐藤未沙姫（添
川小）、佐原詩乃（添川小）、石
原花凛（第二小）
鴨中学生の部／【特選】米野太郎
弥（飯豊中）【入選】髙橋ほたる
（中津川中）【佳作】野嶋聖寿
（飯豊中）
鴨大人の部／【特選】村井春美
（添川）【入選】遠藤由紀（添
川）【佳作】舟山みほ（松原）

キャップがポリオワクチンに

　飯豊中学校では、生徒会（樋口
 生  貴 生徒会長）が中心となり、今
いぶ き

年４月からエコキャップ・ボラン
ティアに取り組んでいます。
　エコキャップ・ボランティアの
目的は２つ。１つ目は、ペットボ
トルのキャップを回収し、ごみの
削減に貢献すること。２つ目は、
資源ごみとして回収したキャップ
を換金し、ポリオワクチン購入に
あてて世界の貧しい子どもたちに
届けることです。
　この事業は、ＮＰＯ法人エコ
キャップ推進協会が主体となって
行っており、飯豊中はこの活動に
賛同し、キャップの回収と提供に
協力しています。
　通常のペットボトルのキャップ
800個でポリオワクチン１本分（20
円）となり、その接種によって１
人の子どもの命が救えるとされて

います。飯豊中では、全校生と家
庭、そして町内コンビニエンスス
トアの協力を得て、４月の開始か
ら７月２１日までに、7,540個（ワク
チン９本分）を回収しました。今
でもその数は増え続けています。

活動のテーマは「命」

　活動の指揮を執る執行部の後藤
 七  瀬 生徒会副会長は「今年度は
なな せ

「命」をテーマにした生徒会活動
に取り組もうということで、エコ
キャップ・ボランティアを始めま
した。地球環境にも優しく、同時
に世界の子どもたちの命を救える
というのは素晴らしいことだと思
います」と語ります。
　飯豊中では、広く町民の皆さん
にも協力を呼びかけています。
　今まで無意識に捨ていたペット
ボトルのキャップ。それで救える
命があることをご存知だったで
しょうか―。

savetheearth,savethechildresave the earth,save the childrenn

ペットボトルのキャップペットボトルのキャップでで
世界の子どもたちを救お世界の子どもたちを救おうう
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線224

　７月18日、町民総合センター「あ～す」で食育講
演会が行われました。講師には、料理人でタレント
の森野熊八さんを迎え「『もったいない』が食育の基
本」と題した講演がなされました。子どもを持つ保
護者など約220名が聴講。森野さんは「子どもたちは
自分で料理したものは残さずしっかり食べます。ど
んどん料理に挑戦させてください」との話があり、
参加者はうなずきながら熱心に耳を傾けていました。

料理人森野熊八さんを迎えて

　７月９日、西部地区公民館で、国道113号の歩道拡幅と県
道長井飯豊線付け替えに伴う事業説明会がありました。地
域住民にとって、交通安全上、国道と県道の道路改良は長年
の念願でした。今年度からの事業開始が決定し、出席した住
民約35名に対して、国土交通省山形河川国道事務所と置賜総
合支庁西置賜道路計画課の担当者から事業概要が説明され
ました。この事業は、平成24～25年度中の完成を目指します。

より安全な道路を目指して

　７月29日、健康福祉センターで飯豊町安心生活創
造委員会が行われました。町内から選ばれた22名の
委員と外部委員として県外の有識者も出席。会長に
は伊藤榮造さん（高峰）が選出されました。会合で
は町の高齢社会の現状や事業内容の説明などがあり、
さらに今年度中に、高齢者世帯へのアンケート調査
を実施し、生活の実態や必要とされる支援内容を検
討していくことなどが話し合われました。

ずっと安心して暮らすために

食育講演会飯豊町安心生活創造委員会

国道113号手ノ子歩道整備事業・（主）長井飯豊道路改良事業説明会

※安心生活創造事業については、「広報いいで7月9日号」を参考ください。
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水力発電イルミネーション 点
灯式　　（松原地区白川公園内）

　７月28日、中部地区公民館で、永年勤続優良社員表
彰・新規学卒就職者激励会が行われました。町内事
業所で長年にわたり優良社員として勤務された10名
の方が鈴木忠好商工会長より表彰を受けました。さ
らに、厳しい就職活動を乗り越えて、今年度から町内
事業所に就職した22名の方には、後藤町長から記念
品が渡されました。一人ひとりが町長と握手を交わ
し「お仕事がんばってください」と激励を受けました。

町内で働く皆さんを激励

　７月26日、町民総合センター「あ～す」で、町民と町議会
議員との意見交換会が行われました。「まちづくりと将来の
町の在り方」などについて意見を交わすことを目的とし、部
落長会と町議会が共同で開催しました。全町議12人と部落
長など約50名の町民の方が参加し、「町の産業振興」と「にぎ
わい再現」の２つのテーマで話し合われました。町民の所得
向上のための具体案、行政からの補助金のあり方など、意見
は多岐にわたり、両者の間で活発な意見が交わされました。

まちづくりの意見を交わす

　７月29日・30日の２日間、中津川地区にある源流の
森を会場に山形県緑の少年団交流研修大会が行われ
ました。添川小をはじめ県内各地から11団体約120
名の子どもたちが参加。開会セレモニーでは、中津川
中の生徒がよさこいソーランを披露し歓迎しました。
子どもたちは、白川湖畔周辺の森の散策や笹巻きづ
くりなどを体験し、森林の大切さや置賜地方の文化
を学ぶと共に、団員同士の交流を深めていました。

みんなで学ぶ、緑の大切さ

  ７
　  2４

びっくり！双子のアスパラガス
（横澤みな子さん生産・添川）

  ７
　  １４

町国際交流協会中国大連市訪問
（中華人民共和国大連市）

  ７
　   1

News 町の話題

永年勤続優良社員表彰・新規学卒就職者激励会山形県緑の少年団交流研修大会

町議会議員との意見交換会
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野
菜
入
り
万
能
ひ
き
肉

余
っ
た
野
菜
を
無
駄
に
し
な
い
「
保
存
の
ス
ス
メ
」

小白川地区
食生活改善推進員
相馬キミ子さん

常
備
し
て
お
く
と
、
短
時
間
で
料

理
が
で
き
て
と
て
も
便
利
で
す

　

料
理
と
い
う
よ
り
も
、
簡
単
で
役
立
つ
保

存
方
法
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

料
理
を
し
て
い
る
と
、
野
菜
が
中
途
半
端

に
残
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
と
き
は
、
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
に
ひ
と
手
間
か
け
て
保
存
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
上
記
の【
使
い
方
の
例
】

に
示
し
た
と
お
り
、
い
ろ
ん
な
料
理
に
使
い

回
し
が
で
き
ま
す
。

　

使
う
野
菜
は
問
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
家
庭
で
出
た
も
の
を
無
駄
な
く
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
合
い
び
き
肉
と
野
菜

を
同
量
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

夏
休
み
中
は
、
お
子
様
が
家
に
い
る
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
保
存
方

法
を
活
用
し
て
、
昼
食
の
手
軽
な
準
備
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

【
材
料
】（
保
存
一
回
分
の
目
安
と
し
て
）

◇
野
菜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㌘
500

　
（
例
：
ピ
ー
マ
ン
、に
ん
じ
ん
、玉
ね
ぎ
な
ど
）

◇
合
い
び
き
肉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㌘
500

◇
塩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
さ
じ
1
杯

【
作
り
方
】

虚
野
菜
を
み
じ
ん
切
り
に
す
る

許
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
ひ
き
、
①
を
炒
め
、

し
ん
な
り
し
た
ら
、
合
い
び
き
肉
を
入
れ

て
さ
ら
に
炒
め
、
塩
で
味
を
つ
け
る

距
冷
ま
し
た
②
を
使
い
や
す
い
量
に
小
分
け

し
て
ラ
ッ
プ
に
包
み
、
冷
凍
保
存
す
る

※
使
用
前
は
解
凍
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い

【
使
い
方
の
例
】

煙
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
混
ぜ
コ
ロ
ッ
ケ
の
具
に

煙
オ
ム
レ
ツ
の
具
と
し
て

煙
カ
レ
ー
粉
と
合
わ
せ
て
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
に

煙
残
り
ご
飯
と
炒
め
て
チ
ャ
ー
ハ
ン
に

煙
豆
腐
と
煮
込
ん
で
麻
婆
豆
腐
に

煙
ト
マ
ト
缶
と
あ
わ
せ
て
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
に

Cooking料理

※写真は、コロッケに利用した調理例です
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Child & Book 子育てと図書

子育て

FILE
フ ァ イ ル

●役場教育文化課子育て支援室
志72―2111内線160、163

●こどもみらい館
志72―3336  

今月のおすすめ図書

（８月・９月の日程）

８月18日峨 10：30～　ほのぼの講座
　　19日我 10：30～　おはなし広場
　　27日牙 10：30～   かんがるー広場
９月５日臥 10：00～　子育て講座

　  
　　10日牙 10：00～　リトミック

　お問い合わせは子どもみらい館まで　

「親子で体を動かして遊ぼう」（無料・要申込）
場所／こどもみらい館　対象／１歳児以上

　おじいちゃん、おばあちゃんの前では、少々の
「きかなさ」が許されて、子どもはわがままに
なってしまうもの。でも同時に、祖父母をいたわ
る気持ちが自然に身についていくから不思議です。
　せんべいをパチンと割って「これは、ばあちゃ
んに」と差し出すわが子。
　学校の作文にも家庭の話題が盛り込まれ「おじ
いちゃん、おばあちゃんとの優しい触れ合いがい
いですね」と、先生からのお 褒 めのメッセージ。

ほ

　「三つ子の魂百まで」とはよく言ったもので、大
学生になり下宿探しも自分で家庭的な所を選び、
大家さんから孫のように接してもらっていました。
　生きていく上で大切な人との関わり。その「温
かい心」を育んでくれた祖父母にあらためて感謝
したいと思うのです。

episode

「感謝したい祖父母の心」

家族から学ぶ人間関係

場所／町民総合センター「あ～す」　対象／４歳児以上

宮本輝／著　講談社

住人を立ち退かせるため、管理人と
して骸骨ビルに着任した八木沢。そ
こは戦後、２人の青年が戦争孤児た
ちを育てた場所だった･･･。すべて
の生きとし生けるものへ贈る感動の
長編小説。

「骸骨ビルの庭」（上・下）
一般図書

「トコトンやさしいバイ
オガスの本」
澤山茂樹／著　日刊工業新聞社

バイオガスは、多様な微生物がバイ
オマスを分解して作る環境にやさし
い燃料です。バイオガスの生成の仕
組みや原料からの作り方、使い方、
バイオガス化事例などバイオガス全
般について紹介します。

一般図書

●開館時間　　午前９時～午後６時（６月～10月）
※８月13日昭・土・日曜日は、午前９時～午後
５時まで

●休館日　　　毎週月曜日・祝日・年末年始
●臨時休館日　９月５日松・６日掌
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

児童図書

「ひろとチロのなつまつり」
成田雅子／作・絵　講談社

飼い犬チロの死を受け入れられない
ひろ。ある日、夏祭りの太鼓の音に
誘われて、広場にやってきます。そ
こで、ひろが出会ったのは･･･。
ちょっぴり悲しいけれど、すがすが
しい、心にひびく絵本。

児童図書

「超図解工作大図鑑－子ども
がひとりで最後まで作れる！」
かざまりんぺい／著　主婦の友社

ゴム動力ヘリコプターやスチーム・
エンジン・ポンポン船、トントン紙
相撲など身近な材料を使った４１種の
工作作品の作り方を、写真とイラス
トでわかりやすく解説する。
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今
年
度
、
本
校
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

「
心
の
や
さ
し
い
子
ど
も
の
育
成
」
で
す
。

　

毎
日
の
よ
う
に
子
ど
も
が
関
わ
っ
た
事
件

や
事
故
の
報
道
を
目
に
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

自
分
の
思
い
を
う
ま
く
伝
え
た
り
、
相
手
の

気
持
ち
を
思
い
や
っ
た
り
す
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
な
こ
と
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
県

内
で
も
「
や
ま
が
た
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
改
革
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
校
で
は
、
す
べ
て
の
教
育
活
動

を
「
心
の
や
さ

し
い
子
ど
も
に

す
る
に
は
」
と

い
う
視
点
で
見

直
す
と
共
に
、

よ
り
温
か
い
人

間
関
係
を
築
く

た
め
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
セ
カ
ン
ド

ス
テ
ッ
プ
」
と
い
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
理
解

し
、
自
分
の
思
い
を
素
直
に
伝
え
た
り
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
方
法
を
、
段
階
を
踏

ん
で
学
び
、
日
常
生
活
や
学
習
に
生
か
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
始
め

た
ば
か
り
で
す
が
、
表
情
か
ら
気
持
ち
を
理

解
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
後
、
子
ど
も
た
ち
は

国
語
の
教
材
の
挿
絵
の
表
情
に
も
敏
感
に
な

り
ま
し
た
。
私
た
ち
教
職
員
も
、
子
ど
も
た

ち
の
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
す
よ
う
、
い
っ
ぱ

い 
褒 
め
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ほ

　

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
笑
顔
で
生
活
で
き
る

よ
う
、
そ
し
て
、
学
校
が
大
好
き
に
な
る
よ

う
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

も
と
、
教
職
員
一
同
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

Essay連載エッセー

連　載

「『
若
者
た
ち
』
を
も
う
一
度
」

　

後　

藤　

幸　

平

「心のやさしい子どもの育成」

添川小学校　渡部恭子校長

わたなべ・きょうこ
1955年12月、南陽市生まれ。
長井市西根小教頭、中津川
小中校長を経て08年４月よ
り当校に着任。趣味は手芸。
教育者としてのモットーは
「子どもたちの笑顔のため
に」。笑顔で明るく楽しい
学校生活ができる環境づく
りを大切に考え努めている。
黒沢在住

Profile

漁

人間関係を学ぶ「セカンドステップ」で
楽しく活動する子どもたち

君
の
行
く
道
は　

果
て
し
な
く
遠
い

だ
の
に
な
ぜ　

歯
を
く
い
し
ば
り

君
は
行
く
の
か　

そ
ん
な
に
し
て
ま
で

君
の
あ
の
人
は　

い
ま
は
も
う
い
な
い

だ
の
に
な
ぜ　

何
を
求
め
て

君
は
行
く
の
か　

あ
て
も
な
い
の
に

君
の
行
く
道
は　

希
望
へ
と
続
く

空
に
ま
た　

日
が
昇
る
と
き

若
者
は
ま
た　

歩
き
始
め
る

　

一
九
六
〇
年
代
後
半
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
で

あ
る
。
両
親
の
い
な
い
五
人
の
兄
弟
が
社

会
の
現
状
に
立
ち
向
か
い 
逞 
し
く
生
き
て

た
く
ま

行
く
姿
を
描
い
た
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
だ
。

映
画
「
若
者
た
ち
」
で
は
、
お
金
や
地
位

を
得
な
け
れ
ば
と
教
え
る
兄
と
そ
れ
よ
り

大
事
な
も
の
が
あ
る
と
反
発
す
る
兄
弟
た

ち
の
葛
藤
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
大
き
な

反
響
を
呼
ん
だ
。
私
た
ち
の
世
代
は
こ
の

歌
の
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
身
体
の
中
に

イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
立
ち
向
か
う

べ
き
何
か
が
あ
る
と
自
然
に
口
ず
さ
む
。

　

七
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
三
日

間
、
若
者
の
夢
と
希
望
を
乗
せ
た
「
い
い

で
未
来
号
」
が
つ
い
に
出
航
し
た
。
に
ぎ

わ
い
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ッ
フ
と

公
募
に
応
じ
た
若
者
な
ど
三
十
六
名
を
乗

せ
て
新
潟
港
か
ら
小
樽
港
ま
で
の
往
復
三

日
間
の
船
旅
で
あ
る
。
あ
い
に
く
の
風
雨

に
見
舞
わ
れ
船
酔
い
続
出
の
厳
し
い
船
出

と
な
っ
た
が
、
飯
豊
の
将
来
と
自
分
た
ち

の
夢
を
重
ね
合
わ
せ
て
真
剣
に
語
り
合
う

姿
に
、
わ
が
町
の
将
来
は
ま
さ
に
彼
ら
と

と
も
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
の
だ
っ
た
。

　

七
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
は
、
中
津

川
地
区
の
若
者
た
ち
に
よ
る
S
N
O
W

え
っ
ぐ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。

真
夏
に
雪
と
遊
ぶ
ア
イ
デ
ィ
ア
溢
れ
る
催

し
は
予
定
通
り
行
わ
れ
た
も
の
の
、
中
学

生
が
猛
練
習
し
て
望
ん
だ
「
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
」
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
と
い
う

そ
の
と
き
に
雷
鳴
と
と
も
に
夕
立
の
襲
来

と
な
っ
て
皮
肉
に
も
雨
足
は
速
ま
る
ば
か

り
。
演
技
は
延
期
と
な
っ
た
。
悔
し
さ
に

泣
き
出
し
て
し
ま
う
子
供
た
ち
に
先
生
も

大
人
た
ち
も
胸
を
熱
く
し
た
。

　

ひ
た
む
き
に
み
ん
な
の
た
め
に
何
か
を

や
ろ
う
と
い
う
姿
、
そ
の
も
の
が
尊
い
の

だ
。「
若
者
た
ち
」
を
も
う
一
度
と
、
久
し

ぶ
り
に
熱
い
二
つ
の
場
面
に
遭
遇
し
て
感

慨
を
新
た
に
し
た
。
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　平成20年度の入湯者総数は約14万8,300人、宿泊者数は約１万600
人と前年に比べそれぞれ３％程の減少となりました。経済不況など
による入浴意欲減退などが要因と考えられ
ます。一方、女性客や日帰宴会利用が増加
しており、お客様ニーズにあったサービス
の提供に努めました。
　当期純損失は675万円。利益剰余金はマ
イナス3,048万円となりました。

㈱飯豊町産業開発公社 

主要業務：しらさぎ荘の管理運営
所　　在　　地：添川3020番地５
設　置　時　期：平成３年10月
資　　本　　金：2,000万円
町の出資割合：77.5％
従　業　員　数：11名
20年度売上高：２億6,205万円
当　期　損　失：675万円

㈱緑のふるさと公社 

主要業務：白川荘および白川湖周辺施
設の管理運営

所　　在　　地：須郷354番地７
設　置　時　期：平成４年８月
資　　本　　金：8,800万円 
町の出資割合：86.9％
従　業　員　数：31名
20年度売上高：２億5,189万円
当　期　損　失：548万円

飯豊めざみの里㈱

主要業務：道の駅いいで・めざみの里
観光物産館の管理運営

所　　在　　地：松原1,898番地
設　置　時　期：平成７年５月
資　　本　　金：5,000万円
町の出資割合：51％
従　業　員　数：19名
20年度売上高：６億4,410万円
当　期　利　益：158万円

㈲どんでん平ゆり園

主要業務：「どんでん平ゆり園」施設の
管理運営

所　　在　　地：萩生3,341番地
設　置　時　期：平成14年１月
資　　本　　金：2,100万円
町の出資割合：89.3％
従　業　員　数：０名
20年度売上高：5,498万円
当　期　利　益：444万円

　ガソリン高騰などに伴う出控えなどもありましたが、春先の顧客
の動きが好調であったことや冬期間の穏やかな気候にも恵まれ、来
館客数は5,300人の増となり、売り上げ高も
前年を上回りました。また、経費節減と棚
卸資産の厳格査定など、経営体質の強化に
努めてきました。
　その結果、当期純利益158万円、利益剰
余金371万円となりました。
（5月25日開催の株主総会にて、平成20年度第14期営業および決算報告などを承認）

　開花状況は、促成栽培の植栽対応などにより、開園当初から通常
料金での開園となり、比較的天候にも恵まれました。一方、入園者

数では、団体客数の伸びはあったものの、
ガソリン高騰などもあり個人入園者数が減
となり、結果、6,200人の減となりました。
　しかしながら、人件費などの経費節減を
図り、当期純利益は444万円となりました。

（5月21日開催の株主総会にて、平成20年度第8期営業および決算報告などを承認）

　経済不況や燃料高騰などによる宿泊利用者の減少など、特に冬期
間は厳しい経営環境にありましたが、一方で、どぶろく関連商品開

発と販売、健康志向の高まりによるパーク
ゴルフ利用者の増加、台湾からの観光客受
け入れなど、今後の事業展開への効果が期
待できます。
　当期純損失は548万円。利益剰余金はマ
イナス4,509万円となりました。

（5月27日開催の株主総会にて、平成20年度第17期営業および決算報告などを承認）

（5月28日開催の株主総会にて、平成20年度第18期営業および決算報告などを承認）

【問合せ先】
役場産業振興課商工観光室
緯７２－２１１１内線250

　第三セクターは、地域雇用の創出、経済の活性化といっ
た目的を達成するための一手法として行政主導で設立され
たものです。町内には現在７つの第三セクターがあります。
　そのうち、町の出資比率50％以上の４つの第三セク
ターの経営状況と決算について報告します。

雇用創出・経済活性化を目指して

しらさぎ荘

白川荘

めざみの里観光物産館

どんでん平ゆり園
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　リバーヒル長井では職員の採用試験
を実施します。
◆募集職種と必要な職種
①看護職員（看護師・准看護師）
②介護職員（介護福祉士）
◆採用人員／①、②とも若干名
◆採用形態／正職員。看護師は勤務時
間応談

◆申込締切日／９月11日画
◆採用試験日時／９月25日画 ９：00～
◆試験会場／リバーヒル長井（長井市）
◆試験内容／一般教養、論文、面接
◆提出書類／受験申込書（所定の用紙）、
履歴書、資格または資格免許の写し、
新卒者は成績証明書、卒業見込み証
明書、資格取得見込み証明書

◆申込・問合せ先／介護老人保健施設
リバーヒル長井事務室（長井市寺泉
3525―1）緯84―7575

　日本赤十字社では、職員の採用試験
を実施します。
◆募集職種
一般事務職および看護師職

◆採用予定人員
一般事務職・看護師職ともに若干名

◆採用予定日／平成22年４月１日
◆申込方法／募集要項による詳細は、
日本赤十字社山形県支部のホーム
ページでご確認ください
http://www.jrc-yamagata.com/

◆申込締切
９月11日画（当日消印有効）

◆問合せ先／日本赤十字社山形県支部
総務課（柿崎・岡崎）
緯023―641―1353

緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

介護老人保健施設
リバーヒル長井職員募集

日本赤十字社
職員募集のお知らせ

◆職種・採用予定人員／消防職  若干名
◆受験資格／長井市、小国町、白鷹町、
飯豊町の居住者または当該地域に居
住予定の方で、昭和56年４月２日
以降に生まれ、高校卒（平成22年３
月までに卒業見込みの方を含む）以
上の学歴を有する方

◆受付期間／９月１日峨～１６日我
８：30～17：00
（土曜日、日曜日、休日を除く）
※受付最終日の日時必着

◆受付場所／西置賜行政組合事務局
（長井市平山4460 消防本部庁舎内）
◆試験日・試験会場
◇期日／１０月１８日蚊 
◇会場／長井市勤労センター（長井市）
◆試験内容
◇一次試験／教養試験(初級行政)・作
文試験・適性検査（筆記）

◇二次試験／人物試験・体力試験
◆採用予定日／平成22年４月１日
◆受験申込書の請求先／西置賜行政組
合事務局、消防本部・消防署、消防
署飯豊分署

◆申込・問合せ先／西置賜行政組合事
務局緯0238―88―4336

　太平洋戦争の写真展を行います。
◆日時／８月22日臥 13：00～17：00
23日蚊10：00～17：00
（14：00～17：00語り継ぐ集い）
24日俄10：00～12：00

◆場所／白椿地区公民館
◆料金／無料
◆問合せ先／軍人軍属恩給欠格者山形
県連合事務所（舟山）緯72―3535

　町では、入門レベル・初級レベルを
学習内容とする日本語教室を開催しま
す。どうぞご参加ください。
◆対象者／町内在住の外国人などで、
４カ月間継続して受講できる方（国
籍・母語は問いません）
◆受講日程
９月９日我～12月12日臥　全27回
毎週水・土曜日（初級Ⅰ・初級Ⅱど
ちらのクラスも）
◆受講時間／19：15～21：00
◆場所／町民総合センター「あ～す」
◆受講料／3,000円(町外からの参加
者については5,000円)
※ほかに教科書代として4,500円程度
必要です。初回に一括納入のこと。
途中でやめても返金はありません

◆申込方法／受講申込書に必要事項を
記入し、下記の申し込み先まで提出
ください（郵送可）
◆申込締切／８月29日臥
◆申込・問合せ先／町民総合センター
　「あ～す」緯72―3111

「日本語教室」受講生募集西置賜行政組合職員
採用試験のお知らせ

平和祈念展示会・戦争体験
の労苦を語り継ぐ集い

新しい農業委員を紹介します

「農業行政をしっかり学び、町の農
業振興に務めていきたいです」

山内幸夫さん
（黒沢・農協選任）
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Information お知らせInformation お知らせ

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

ご結婚おめでとうございます
氏 名住所

伊　藤　晃　徳さん
須　貝　さゆりさん

   椿　（川  西  町    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  和　正（雅　子伊 藤 結 

ゆ

 心 ちゃん
ん

添川

  勝　徳（清　華味 田　 龍 
りゅう

 乃 
の

 介 く　ん
すけ

萩生

  　僚　（香奈子菊　地　 圭 　 佑 く　ん
けい すけ

萩生

  孝　博（のぞみ佐　藤　 瑠 　
る

 愛 ちゃん
あ

黒沢

  智　樹（由　衣渡　邊　　 心 　く　ん
しん

中

  直　人（由香里渡　部　 心 
み

　 釉 ちゃん
ゆう

萩生

  淳　一（京　子原　田　 美 　
み

 來 ちゃん
らい

小白川

  利　一（しのぶ鈴　木　　 蓮 　く　ん
れん

高峰

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
84鎌 田 す　みさんひめさゆり添川
83渡 邊 久美子さん上町添川
89佐 藤 吉　平さんひめさゆり添川
74手　塚 利 夫さん旭黒沢
39鈴 木 康 彦さん町上萩生
73舟 山 ミ　ヨさん中北中
91島 貫 孝　助さん沖中
82井 上 忠　助さん上野椿
88佐 藤 とめよさんひめさゆり添川

７月分　　（　）内は対前月比

3転入2,401（  -5）世帯数
7転出4,057（  -3）男人　

口
8出生4,305（  -3）女
10死亡8,362（  -6）計

人の動き

（７月届け出分）

　公立置賜総合病院では、MRI装置
（磁気共鳴断層撮影装置）の老朽化に
伴い、下記の日程で更新整備を行いま
す。期間中、代替装置によるMRI検査
を行いますが、一部対応困難な検査の
場合、検査をお断りすることがありま
す。ご不便をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
◆作業期間／９月12日臥～29日峨
◆問合せ先／公立置賜総合病院放射線
部緯0238―46―5000

◆対象／ひとり親（父親・母親）、その
ほか関心のある方、関係者　各30名
程度

◆期日／９月12日臥 13：30～
◆内容／法律に関する研修と相談「女
性に関する法律」

◆相談・助言／ひとり親のための支援
策活用術（行政制度）

◆場所／米沢市「すこやかセンター」
◆受講料／無料
◆申込方法／ＦＡＸかＥメールで下記
まで申し込み

◆その他／託児を申し込まれる方は、
お子さんの名前（フリガナをつけ
て）・年齢・性別、注意点などがあれ
ば一緒にお知らせください。託児の
申し込みは開催日の５日前までとな
ります

◆申込・問合せ先／NPO法人サポート
唯（田中）緯090―2366―8467
胃023―646―0085 
E-mail　jun_minikan@yahoo.co.jp

公立置賜総合病院から
MRI装置に関するお知らせ

ひとり親の自立のための
研修相談会を開催します

　「ごみに出すのはもったいない！」を
合言葉に個人・家族・グループでちっ
ちゃなお店を出してみませんか？
◆対象者／町内に在住の方、もしくは
学校・勤務地が町内にある方
※小中学生は、保護者の同意書が必要
◆開催日／９月５日臥
◆時間／10：00～16：00
◆場所／町民総合センター「あ～す」
屋外会場（テント有り）
◆出店区画／１区画（２ｍ×３ｍ）
◆募集店数／４店舗（先着順）
◆出店料／無料
◆申込締切／８月26日我
◆申込方法／下記まで電話で申し込み
◆申込・問合せ先／役場住民税務課
生活環境室72―2111内線133

　テーマは地産地消の推進と伝統料理
の習得と継承です。
◆募集定員／５名
◆内容と日時
①開講式・旬の野菜を食卓に生かそう
８月27日牙  ９：30～12：30

②秋野菜を食卓に生かそう
11月６日画  ９：30～12：30

③米と大豆で健康料理
11月26日牙  ９：30～12：30

◆会場／置賜総合支庁西庁舎（長井市）
◆申込方法／下記まで電話で申し込み
◆申込締切／８月20日牙まで
◆参加費／実費負担
◆申込・問合せ先／役場産業振興課農
業振興室緯72―2111内線262

めざみの里まつり
フリーマーケット出展者募集

「西置賜の味講座」受講生募集
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繋正確な放水により火点（標的）に見事
命中。標的が倒れるたびに、会場から大
きな拍手が選手たちへ送られた　罫１番
員から３番員へ「放水始め！」の伝達が
なされると、小型ポンプが勢いよくうな
り出す。班員同士の息の合った連携が大
会の勝敗を決める　茎真剣な眼差しで操
法に臨む選手。今日までの練習の成果を
無駄にしたくないという懸命な思いが見
る者にも十分に伝わってきた　荊操法を
一通り披露し終え、点検報告に力いっぱ
い答える選手。練習の成果を出し切った
万感の思いが、その大きな声に込められ
ていた　蛍的確な機械操作で速やかな放
水を実現。エンジン音と水しぶきを上げ
るポンプもまた選手の一人と言える　計
操法大会は迅速さと正確さが求められる
奥の深い競技である。班員の連携こそが
速さを生む鍵となる

迅迅
速

WINNER'S INTERVIEW

計

指揮者／ 田  辺  寿  之 さん
た なべ とし ゆき

１番員／ 浅  野  克  幸 さん
あさ の かつ ゆき

２番員／ 田  辺  正  彦 さん
た なべ まさ ひこ

３番員／ 浅  野  善  浩 さん
あさ の よし ひろ

補助員／ 鈴  木  幸  則 さん
すず き ゆき のり

　喜びの声　

班として５大会連続優勝を果たす
　班員・部員を問わず全員が一丸となって大会に
臨むことができました。みんなで協力して勝ち
取った優勝だと思います。うちの班の念願だった
本大会５連続優勝を果たすことができてとてもう
れしいです。先輩方の偉大な功績を「重責」では
なく「伝統の重み」として練習に生かすことがで
き、成果として表れたのだと思います。

（田辺寿之さん・写真左端）

小型ポンプの部　第３分団第４部第１班

指揮者／ 工  島  昇 さん
く どう のぼる

１番員／ 鈴  木  利  一 さん
すず き とし かず

２番員／ 尾  形  弘  嗣 さん
お がた ひろ し

３番員／ 井  上  雅  俊 さん
いの うえ まさ とし

４番員／ 長  沼  央 さん
なが ぬま ひさし

補助員／ 竹  田  直  人 さん
たけ だ なお と

　喜びの声　

アクシデントを乗り越えてつかんだ優勝
　われわれ選手だけではなく、班員・団員のみん
なが力を合わせてくれたことが一番の勝因だと思
います。仲間や家族の応援の声が、力と勇気を与
えてくれました。メンバーのけがやポンプの不具
合などのアクシデントもありましたが、みんなの
がんばりで乗り越えることができました。

（工島昇さん・写真前列右端）

小型ポンプ積載車の部　第４分団第１部第１班

第
一
班
が
優
勝
を
果
た
し
、
本
町
の
操
法
技
術
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

◆飯豊町消防操法大会結果
【小型ポンプの部】
優　勝／第３分団第４部第１班（東山）
準優勝／第４分団第２部第１班（向原、

向原北）
第３位／第１分団第１部第１班（高野・

寺分、町西）
【小型ポンプ積載車の部】
優　勝／第４分団第１部第１班（八幡、

町中、落合）
準優勝／第１分団第２部第１班（中ノ

目南、中ノ目北）

◆消防操法大会西置賜支部大会
【小型ポンプ積載車の部】
優　勝／第４分団第１部第１班
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この広報紙は再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

静　寂

（撮影場所／中津川地内）

【特別賞作品】

写真は、平成20年度に開催されました「未来につなぐいいでフォトコンテスト」で入賞された作品です。

【お詫びと訂正】7月9日号で紹介しました作品『飯豊の春景』の撮影
場所は、「黒沢地内」の誤りでした。訂正し、お詫び申し上げます。

髙野健男さん（神奈川県相模原市）
　美しい自然が残る、私の大好きな飯豊町のコンテストで
「特別賞」を頂戴して大変光栄に存じます。誠にありがとう
ございました。毎年雪が消え新緑を待ちわびて白川ダムの夜
明けを撮りに参ります。昨年は、３回程撮りに出かけました
が、その中の１枚です。今年は天候も十分考慮に入れて白川
ダムの良さを出せるように撮りたいと思います。

撮影者

写真家 佐藤秀明先生の講評
　春、白川湖の朝は、このような表情を見せてくれます。小
さな鳥の動きが、静けさを強調してくれました。毎朝繰り返
される光景を静かに見つめたからこその作品です。
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